
第５章　実施すべき特定事業・その他の事業
１　移動円滑化に関する整備方針

（１）重点整備地区における移動円滑化に関する整備方針

　　　取手市における移動円滑化に関する基本方針の実現化を図るため、暫定重点整備地区の実態調査結果、移動円滑化に関する市民意見（バリアフリー 齢者等アンケート調査、バリアフリー現地点検調査）、関係事

業者等の特定事業に関する 画内容等を踏まえ、重点整備地区における移動円滑化に関する整備方針を以下の通りとする。

　　　　■移動円滑化に関する整備方針フロー

①安全で快適な移動円滑化ネットワークの実現

②安全で快適に誰もが利用しやすい交通環境の実現

⑤市民、事業者、行政の協働によるバリアフリー化の実現

③誰もが使いやすい施 づくりの実現

④心やさしいまちづくりの実現

①ハード整備とソフト施策による一体的かつ連続的な歩行空間ネットワークの整備

②駅周辺のまちづくりと一体的なバリアフリー環境づくりの整備

③駅構内（取手駅、戸頭駅）・車両・バス停留所等誰もが利用しやすい公共交通機関の整備

④沿道施 のバリアフリー化

⑤バリアフリーに取り組む仕組みづくり

　　取手駅及び戸頭駅から各主要施 までの移動経路について、歩道整備、交差点 等での歩道と車道との段差改善、

視 障害者誘導用ブロックの 置及び音 式信号機の 置などのハード整備を進めるとともに、放置自転車等の 止

や商品・看板の歩道上へのはみ出し 消などのソフト施策を実施し、一体的かつ連続的な歩行空間ネットワークの整

備を行っていく。さらに、鉄道や国道６号による東西市 地の分断や歩行者ネットワークの欠如等の 消を図るため、

国道６号の立体横断施 や取手駅東西自由通路の整備を推進する。

取手市における移動円滑化に関する基本目標
　~　 もが安心・快適に移動しやすく
　　　　　　　　緑豊かな自然と芸術・歴史に触れあえるまち　 ~

【　取手市における移動円滑化に関する基本方針　 】

　　取手駅北土地区画整理事業による基盤整備、取手駅西口歩行者デッキ拡張や取手駅西口駅前広場の再整備などの取

手駅周辺のまちづくりと合わせて、一体的かつ連続的な歩行空間ネットワークの整備を推進し、誰もが安全かつ快適

な利用しやすい駅周辺の環境づくりを進めていく。

　　昇降施 や身体障害者対応トイレ等の 置、上屋等の待合施 の 置等駅構内やバス停留所の整備、鉄道車両内の

車いすスペースの 置、低床化バス車両の導入などのバリアフリー化を推進し、民間事業者の交通サービスの充実を

図る。また、こうした民間事業者の施 整備に対する行政支援施策を図るとともに、現在運行中の福祉施 巡回バス

の路線拡大や運行サービス向上なども含めて、行政による交通サービスの充実を推進する。

【　重点整備地区における移動円滑化に関する整備方針　 】

　　特定経路のみならず、商業施 や公共公益施 等の施 内や、これら施 と歩道との段差改善等のバリアフリー化

を推進するとともに、 齢者や身体障害者の介助に対応できるよう 練や教育を行っていく。

　　本基本構想に盛り込まれた各種事業内容を実施・推進するにあたり、「（仮称）取手市移動円滑化推進協議会」を

立するなどの推進・管理体制づくりを整えるとともに、行政によるボランティア活動への支援・人材育成を実施する。

また、心のバリアフリーが社会に浸透するように、広報等による啓発活動に合わせて、生涯学習や学校教育の中でバ

リアフリーに関する学習機会の場を けていく。

●実態調査結果（歩道、バス停留所、信号機など）　　　　　●上位関連Ầ画での位置付け

●市民意見（ᾁ齢者等アンケート調査、現地点検調査）　　　●関係事業者等の特定事業に関するẦ画内容
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